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食品中には、様々な添加物が含まれています。そしてその量は、平均的な日本人
で 1年 で約4キ ロにもなり、なかには毒性のある物質も含まれています。それらの

毒性や危険性などを確かめるために、この一覧表と食品の表示を見比べて、安全な

食生活の参考にしてください。
全ては載せきれないので、毒性の強いものや、使用される頻度の高いものを中心

に作成しました。
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一括名で表示

されているもの

■ 添加物の使われ方によっては、表示が免除されているもの

もある。力B工助剤(製造過程で使われる),キャリーオJドー(カロエ食

品の原料に含まれていた添加物),栄 養強化剤,の 3種類で、

食品に残る量は微量とされるが、確認出来ずに摂取してしまう。

ll天 然(自然系)の添加物が安全とは限らない。菌や虫など、

食物とならないものから抽出したものや、抽出の際に化学薬品

を使うなどの問題がある。また、これらの毒性は、研究が少な

く、不明のものが多い。

一括名で表示されている添カロ物

表示例

用途名が併記

されているもの

物質名のみが

表示されているもの

名 :力 三風昧かまぼこ

:魚肉、卵自、でん粉、良塩、

、風昧調昧料(力Iキス、

表示上どの物質が使われているかは、わからない。

|十播名 垂|な横1用1目的と!善性

イース トフー ド

(リン酸塩類など14物 質)

イース トの来養源等の目的に使用される。リン酸塩類には、骨のぜい弱化、腎障

害などのおそれがある。

ガムベース

(71物 質)

チューインガム用の基材として使用される。

ガムはベースだけでなく、昧も香りも合成、化学物官のかたまりといえる。

軟化剤 (フ
°
ロヒ
°
レングリ]―ルなど3物質)

チューインガムを柔軟に保つために使用される。

フ
°
8と

°
レツク

Ⅲ
り]Jけは染色体異常の疑い。

凝固材または豆腐用凝固材

(ク
・
ルコノテ

Hル
タラクトンなど6物質)

塩化マグネシウム含有物と表記されるものは、本来の 「にがり」。

これ以外は合成品で、ク
・
ル]ノテ

Ⅲ
ルタラクトンは、分解して生じるラクトンに奪性がある。

かんすい

(リン酸塩類など21物 質)

中華麺類の製造に用いられる。リン酸塩類には、骨のぜい弱化、腎障害などのお

それがある。

酵素 (68物 質) 食品の品質保持を目的として使われる。安全性については、研究少なく不明。

光沢剤

(16物 質)

食品のつや出しや、防湿効果として使われる。安全性については、研究少なく不

明。               十

香料 (675物 質) なかには急性毒性、変異原性、染色体異常を示すものもある。

酸味料 (27物 質) なかには急性毒性、変異原性、染色体異常を示すものもある。

苦味料 (19物 質) 安全性については、研究少なく不明。

乳化剤 (リン酸塩類など44物 質) リン酸塩類には、骨のぜい弱化、腎障害などのおそれがある。

pH調整剤 (40物 質) なかには急性善性、変異原性、染色体異常を示すものもある。

膨張剤、へ
Ⅲ
Ⅲンタ

Ⅲ
ハ
・
ウタ

Ⅲ…、お、くらし粉

(リン酸塩類など48物 質)
リン酸塩類には、骨のぜい弱化、腎障害などのおそれがある。

調味料

アミノ酸系(L―ク
“
ルタミツ酸ナトリウムなど),核 酸

系,有 構酸系,無 機塩系の67物 質

調昧料の名称で一括される添カロ物とは、しヽわめる化学調昧料のこと。L―ク
Ⅲ
ルタミン酸ナ

トリウム(昧の素)は 、中華料理症候群 (1回 に 1.5～ 129と ると、顔面圧迫感、

灼熱感、手足のしびれを起こす)、 脳への影響、網膜への影響のおそれ。カロ熱す

ると変異原性、発ガン性物質が生じる。L―ダルタミン酸ナトリウムをはじめ、添カロ物に多い

××ナトリウムは、塩昧はなくても、食塩と同じなので、塩分のとり過ぎになりやすい。
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用途名が併記されている添カロ物

1用1途名 物1質名| 毒性| 1主|な1使1用1食1品

甘
昧
料

アスパルテーム

(人工官味料パルスウイート)

動物実験で脳に腫蕩、骨格異常、

脳神経異常。カロ熱すると生じる物

質に、有書の恐れ。フェエルケ ト

ン尿症の乳幼児は、摂取すると脳

に障害の恐れ。

清涼飲料水、アイスクリーム、シャー

ペット、ゼリー、ガム、ヨーグルト

など。

サッカリン

サッカリンNa(ナトリウム)

動物実験で染色体異常、ガン発生。

運動麻廃、座翌、出血性胃炎、下

痢、嘔吐など。

ガム、清涼飲料水、アイスクリーム、

菓子類、ジヤム、魚肉練り製品、佃

煮、煮豆、演け物など。

ステビア
妊娠障害を起こす不安。純度の低

いものには、発ガン性の疑い。
ダイエット食晶。

甘草 (カンゾウ)

グリチルリチン

多量に摂取すると、心臓 ・腎臓 ・

骨格筋に障害をもたらす。

遺伝書性の疑い。

1日煮、ふりかけ、薫製、演け物、め

んつゆ、しようゆ、みそ、ハープキャ

ンデイなど。

1着|
1&|
1 1 1料| | | |

・赤色2号 、赤色 lC

赤色 105号 、赤笹
.希:右b食塁

4号 、

1 0 6 暑

発ガン性の危険、遺伝毒性、染

色体異常。

発ガン性の危険、染色体異常、

赤血球数減少、成長抑制。

腎臓疾患の疑い、アレルギー性。

発ガン性の危険、染色体異常、

赤血球数減少、アレルギー性。

菓子、清涼飲料水、アイスクリーム、

かまほこ、ソーセージ、魚肉ソーセー

ジ、でんぶ、演け物、たらこ、ジャ

ム、桜エビ、ハム、キャンデイなど。・赤色40号

・赤色 102暑

ｘ
色
ｘ
号
な
ど
の
生

呼
ば
れ
る
も
の
で
、

ア

４
色
を
混
ぜ
あ
わ
」

発
ガ
ン
性
の
恐
れ
が
〓

て
い
る
も
の
も
多
い
。

黄色4母 、黄色5号 口
色
料
は

、
タ
ー
ル
色
素
と

思

が
原
料
。

マ
ど
ん
な
色
で
も
作
れ
る
。

り
り

、
驚
外
国
で
禁
止
さ
れ

発ガン性の危険、染色体異常、ア

レルギー性。

菓子、清涼飲料水、演け物、練リウ

エ、佃煮、アイスクリームなど。

育色 1号 、育色2母 発ガン性の危険、染色体異常。 菓子、清涼飲料水、あん類、アイス

クリームなど。

緑色3号 発ガン性の危険、染色体異常。
菓子、清涼飲料水など。

アナトー 週伝書性の疑い。
チーズ、パター、アイスクリーム、

ソーセージなど。

カラメル色繁 遺伝書性、変異原性。
ソース、菓子、コーヒー、しようゆ、

カレールーなど。

コチニール

*南米産の寄生虫(カイがラムシ)のこと
遺伝書性の疑い。

ジャム、トマトカロエ晶、キヤンデイ、

ゼリー、アイスクリーム、ハム、ペー

コン、魚肉練り製品など。

鉄棄緑素 (鉄クロロフイリンNa)

鋼棄緑素 (銅クロロフイリンNa)

動物実験で、肝 ・腎に変化が見ら

れ、豚で、強い急性書性が生じた。

みつ豆用寒天、キヤラメル、キャン

ディ、ようかん、アイスクリーム、

コンプ、野菜、果物、ガムなどG

保
存
料
≡
≡

亜硫酸塩 (漂白剤としても使用)
胃陽の激しい刺激、嘔吐、下痢。

遺伝毒性、発ガン性の不安。

かんぴよう、こんにやく粉、ゼラチ

ン、果実酒、水鮎、天然果汁、煮豆、

エビむき身、冷凍イカむき身など。

安息香酸
動物実験で、尿失禁、座翌、運動

失調、てんかん様痙翌。遺伝毒性。

キヤビア、マーガリン、清涼飲料水、

しようゆ、シロップ。

ソルビン酸

ソルビン酸K(カリウム)

亜硝酸Na(発色剤)と結合すると発

ガン物質に変わる。肝隠肥大、成

長抑制、肝 ・腎 ・精巣の重量減少。

魚肉練り製品、ハム、ソーセージ、

ベーコン、演け物、みそ、ジャム、

∃一グルト、ケチャツプ、麺類など。

バラオキシ安息香酸

動物実験で、肺炎、肝硬変の発生。

染色体異常。亜硝酸Na(発色剤)と

紫外線下で反応して、突然変異誘

発作用がある物質を作る。

しようゆ、果実ソース、酢、清涼飲

料水、シロツプ、果実および果菜の

表皮G

鞘岬！搬離
アルギン酸エステル

動物実験で、成長抑制、軟便。ア

レルギー性がある。

濃縮ジュース、アイスクリーム、 ド

レッシング、ビール、発砲酒、ケチヤッ

フ、しようゆなど。

許単再軽再甲顕口軍口甲円再甲甲咽再寡嘉勇風日暉嘉躍厚軍口理裏犀寧邸票開T軍寮率韓■
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毒
性
】
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子
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傷
性
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変
異
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性
、

染
色
体
異
常
な
ど
、

何
ら
か
の
形
で
遺
伝
子
に
作
用
を
及
ば
し
、

遺
伝
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悪
影
響
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
毒
性
の
こ
と
。
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【変
異
原
性
】
遺
伝
子

（Ｄ
Ｎ
Ａ
）
が
傷
つ
け
ら
れ
て
、

突
然
変
異
を
起
こ
す
性
質
。

用1途名 物1質1名 毒1性 主|な1使用!食1品

弾
！！！！‐！！！‐！―！‐！‐！！！―！！―粘！艦槻悧
！！！！一

アルギン酸Na(ナ トリウム)
動物実験で、赤血球の沈降促進、

心臓 ・悩 ・腎隠 ・肝隠に障害。

アイスクリーム、あん、冷凍食品な

ど。

カラギナン (紅藻抽出物) 発ガン促進物質。発ガン性の疑い。

アイスクリーム、ゼリー、スープ、

ソース、 ドレッシング、ハム、ソー

セージ、水産練り製品、ジュースな

ど。

ポリアクリル酸Na(ナ トリウム)
動物実験で、体重増加の抑制、軟

.便。皮膚粘膜に刺激。

バン、ケーキ、麺、インスタントラー

メン、スパゲッティ、水産練り製品、

缶詰、ソース、みそ、しようゆ、ジュー

ス、アイスクリームなど。

酸
能
防
！地
翻

E D T A一 C a・ N a (カルシウムナトリウム)

E D T A一 N a (ナトリム)

遺伝毒性、催奇形性。カルシウム

不足症を招く。血圧降下、胃陽障

害。

缶詰、ビン詰食品、輸入ピクルス、

輸入力二缶など。

エリソルビン酸

イソアスコルビン酸
遺伝毒性。

良肉魚肉製品、魚介の塩蔵冷凍品、

酒類、ジュース、果実 ・野菜缶詰、

パター、チーズなど。

BHA(フ
'チ
|レヒドロキシアニソール)

*バ ーム油に添力Bされている可能性

が高く、表示には表われない。

発ガン性。動物実験で、消化管出

血、漬瘍形成、肝臓鬱血。
バーム原料油。

BHT(シ
°
フ
・
チ|けヒドBキントルIン)

動物実験で、血中コレステロール

の上昇、ヘモグロビンの減少、肝

臓 ・腎臓障害。ラットでは、無眼

症が現われた。遺伝毒性。ホルモ

ン併用で、発ガン性の疑い。

油8旨、パター、魚介冷凍島 ・乾燥品 ・

塩蔵品、ガム、乾爆裏ごしいも (ポ

テトチップスの原料)。

ビタミンC(V・ C)

L一 アスコルビン酸

過剰摂取で、嘔吐、下痢、顔面紅

潮、頭痛、不眠。幼児では、皮膚

発疹。

果実ジュース、缶詰、ジヤム、油脂、

乳製品、ハム、ソーセージ、菓子、

アイスクリーム、チーズなど。

ピタミンCは 、水に溶けると

量でも存在すると、週酸化水葬

酸化防止剤として使用された

二、過酸化水素(発ガン性物質)を発生させることがある。さらに、そこに金属イオンが微

tの発生量は、何十億何百倍にも増えるので、ピタンミンC添加の缶飲料は、危険である。

|ピタミンCは 、それ自身が酸化して食品の酸化を防ぐため、栄隻価は失われる。

没良子酸
動物実験で、成長遅滞、腎臓損傷。

遺伝毒性。

油脂、パター。 (キに製造日の物に

使用)

発
色
細

亜硝酸Na(ナ トリウム)

吐き気、嘔吐、下痢、チアノー

ゼ、血圧降下、血球の崩壊、中枢

神経麻廃、遺伝毒性、催奇形性、

発ガン性、アレルギー性。

*魚 に含まれる天然成分と反応じ

て、強い発ガン物雪に変わる。

*肉 のスジに含まれているフロリ

ンや、保存料ソルビン酸、保存料

パラオキシ安息香酸と反応し、発

ガン疑惑物質を作る。

ハム、ソーセージ、ベーコン、コン

ピーフ、いくら、スジヨ、たらこ。

防
力
ぜ
！剤

OPP(オ ルトフェIルフェノール)
動物実験で、発ガン性、成長抑制、

腎臓異常。

塁 かんきつ類 (レモン、グレープ

フルーツ、オレンジなど)。

DP(シ
'フ

エニル)

動物実験で、肝臓障害、ヘモグロ

ビン量低下、腎臓 ・尿細管に異常、

体重抑制、寿命の短縮。

血△かんきつ類 (レモン、グレーフ

フルーツ、オレンジなど)。

TBZ(チ アヘ
Ⅲ
ツダゾール)

動物実験で、ヘモグロピン量低下、

3ED吐、めまい、肝臓毒、成長抑制。

遺伝毒性。

勤△かんきつ類 (レモン、グレープ

フルーツ、オレンジなど)。血△パ

ナナG
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物質名のみが表示されている添加物

物賓1名| 毒桂 差1樹盤1開!圏齢館機冊農品

アンモニウム ミョウバ ン

(衝庄百安アルミニウムアンモニウム)

ミョウメヾ ン (研預費アルミユウムカリウム)

多主摂取で局所の腐蝕、炎症、嘔

吐、下痢。

ネコで強い急性毒性。

i保1色剤|]ナス演け、ゆでダコ、うに、栗

百露煮、キンピラゴボウ。

こ解1擦剤母続菓子類、ベーキングパウダー。

カゼイン

カゼインN a (ナトリウム)
動物実験で中毒症状。

〔欄1料=婁1白1資強:と剤fl乳化剤↓!‐安‐定1剤!]

チーズ、アイスクリーム、ゼリー、畜産製

品、水産練製品、バン、ビスケット、麺類。

過硫酸アンモニウム
多量摂取で、皮膚粘膜刺激、皮膚

炎。動物実験で、生殖能力の抑制。
B小麦1紛改良1剤]バン。

グリシン
動物実験で、一過性の完全麻鹿、

虚脱と呼吸筋の麻慶、中毒症状、

昏睡。

[調1球1料llさきイカ、アルコール性飲料、

粉末スープ、粕演。

[掃1存料J水産練り製品、ヒ
°―ナリツクリーム。

[緩1衛1幹船1塩蔵晶、演け物、酢演け製品

せ酸寸懸防出剤寄焼菓子、さつまあげ類、イ

ンスタントラーメン。

グルコン酸鉄
胃腸刺激。子供では、嘔吐、吐血、

肝臓障害、頻脈、チアノーゼ。

[猶色1縛職剤]オリープの実

は鉄強4協剤|(塞壷艶晶塗重)■ペビー用粉

ミルク、離写し食、妊産婦 ・授乳婦用粉乳。

コン ドロイチン硫酸 Na(ナ トリウム)

動物実験で、リンバ球の減少、腎

重量の増力B、□蓋破裂などの奇形。

催奇形性。

【魚1実|を除(|]魚肉ソーセージ。

[保1恭鶏能1安建鋼]マヨネーズ、ドレッシ

ング。

システ ィン (表示義務なし)
動物実験で、発育を著しく阻書、

腎と肝に組織障害。

〔小麦1愚1蕗改農剤lバン
r変鶴閉止↓発1色=1栄養強絶鋼ユ天然果汁。

リン酸塩類

(重合 リン酸塩, リン酸塩.ピ ロ

リン酸塩.ポ リリン酸塩.メ タリ

ン酸塩,な ど)

血中カルシウムの低下、骨のぜい

弱化、腎重量の減少、腎障害、腎

の石灰化、尿細箇に炎症、成長抑

制。

モ舘着1剤押昭ヒ剤車!襲豊蹴ELヤ|が1海すいt

膨張1期母食肉製品、魚肉練り製品、演け物、

ソース、しようゆ、食酢、みそ、麺類、イン

スタントチメン、たらこ、寒天、チーズ、アイスクリー

ム、ジュース、缶詰、菓子、バンなど。

シリコーン(トリジメチルシロキサン)

(加工助剤の場合は、表示鏡務なし)

結膜炎を起こす。動物実験で、精

神抑鬱症。

:消鶴騎lll良用油、豆腐、ジヤム、乳製品、

ジュース、インスタント食晶など。  1、

ステア リル乳酸 Ca(カ ルカム)

動物実験で、発育遅滞、肝 ・胃 ・

心 ・牌 ・脳の相対重量の増カロ、脂

防組織に脂肪肉芽腫。

母品1質敬長1翻|]バン。

ソルビッ ト (ソルビトール) 弱い変異原性。

L保起朝1果tl路盛器構ギ:簿|力'サ |ギ1甘|

1昧料]ケーキ、菓子バン、菓子、ジユース、

F4酢、たらこ、ケチャッフ、加工肉類、珍

昧類、演け物、ダイエツトフードなど。

ニコチン酸 (ナイアシン)
動物実験で、呼吸中枢麻廃、腎に

出血。

■ビタミツ機能FIH堪覇畿盤埜し)11裏子、
バン、米、乳製品、清涼飲料水など。

モ絶締1保持tll籍色棚 ]食肉カロエ品。

乳酸

乳酸 Ca(カ ルシウム)

(使用目的により、表示襲務なし)

動物実験で、急性出血性胃糞、小

腸結腸炎、ヘモグロビンの減少、

体重減少。末熟児で中毒死。

躍 味親車0単報1聾副:1保存■酸4路跡士1副l

酒、清涼飲料水、菓子、ゼリー、アイスク

リーム、良肉、ソース、バン、演け物など。

せ膨張剤tilイー■ネIH'■ |ド↓弾性鋼]豆腐、

イーストフード、小麦粉、バン菓子など。

フ ェエルアラエ ン

動物実験で、繁殖能の低下、発育

遅滞。フエエルケ トン尿症の乳幼

児は、摂取すると脳に障害の恐れ。

t着!寄料1米菓、菓子類。

こ1策器mft]来奏強化食島。

プ由ビレングリコール
動物実験で、霞え、中枢の興富、

臓器の鬱血、赤血球減少、肝 ・腎

臓障害。遺伝書性。

岳保1存組ilそ |の能丑生麺、薫製、ジヤム、

たらこ、ケーキ、餅、チーズ、豆腐、ぎよ

うざの皮。

硫酸第一鉄 動物実験で、肝出血憧壊死。

[発色剤母演け物、煮豆、コンプ。

1銭1強イじ剤|(差1示器淋なじ)ll調整粉乳、

小麦粉、ビスケット、バン。

野本健司

野本健司

野本健司


	Text1: 食の安全を考える会


